
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 事例紹介 福井県における災害廃棄物対策について 

「被災規模が異なる洪水廃棄物の発生事例とその対応について～福井豪雨

災害と越前市東部集中豪雨災害を例として～」 

学会名 第６回大規模災害時廃棄物対策中部ブロック協議会 幹事会 
発表者名 田中 宏和（環境部） 

開催場所 福井県国際交流会館 

開催日時 平成２８年１０月１７日（月） 

発表内容 第６回大規模災害時廃棄物対策中部ブロック協議会幹事会の議事中、事

例紹介として講演したもの。 
災害規模にかかわらず、近年、地震災害や洪水災害が各地で発生してい

る。そのため、災害廃棄物の処理計画について、各自治体で作成している

が、その際、過去の被災地での対応事例が非常に参考になる。おおまかな

情報は報告書等で残るが、実際に発生した問題や課題、それらに対処した

ノウハウのような詳細情報は記録として残りにくく、時間の経過とともに

担当者も忘却する。さらに、局所的な小規模災害の場合、担当部署が限ら

れるため、特にこれらの情報は残りにくい。小規模災害は災害廃棄物に対

して細やかな対応ができ、情報も明確であるため、災害廃棄物の発生原単

位を決定する上では大規模災害よりも信頼性があり、これらの情報を収集

し、研究することは意義がある。 
福井県では、2004 年に福井豪雨災害があり、2014 年に越前市東部集中

豪雨災害があった。前者は中規模災害、後者は局所的小規模災害である。

これらの災害で発生した廃棄物の種類と量を比較し、また、収集に用いた

車両台数から１台あたりの運搬量を推察した。 
福井豪雨と越前市東部集中豪雨を比較すると、車両１台あたりの運搬量

は共に 1.2～1.4t であり、差がなかった。一方、被災世帯あたりの廃棄物

発生量には差があり、福井豪雨の災害廃棄物量が多く、特に可燃性廃棄物

が占める割合が大きかった。被災世帯あたりの廃畳の発生量に差がない反

面、タイヤは大きな差がみられたことから、災害による廃棄物発生量の差

異は便乗廃棄物が原因と推察された。 
越前市東部集中豪雨災害では、福井豪雨災害の経験を生かし、第１次仮

設集積場を適正管理することで、被災者のモラルを維持し、便乗廃棄物の

発生を抑制できた成功例であった。 
 


